
異
職
種
の
知
見
を
合
わ
せ

新
た
な
技
術
を
生
み
出
す

　

ハ
ッ
カ
ソ
ン
と
は
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
を
意
味
す
る“
ハ
ッ
ク
”と
マ
ラ
ソ
ン
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、一
つ
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ（
実
用
最

小
限
の
製
品
）を
作
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
。欧
米
で
は
盛

ん
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
は
、「
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ
」（
図
表
1
）の
4

テ
ー
マ
の
中
か
ら
、リ
ー
ガ
ル
分
野
が
抱
え
る
課
題
の
技

術
的
解
決
策
を
創
造
す
る
た
め
に
、各
ハ
ッ
キ
ン
グ
チ
ー

ム
で
協
力
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。そ
し

て
、イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で
に
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
完
成
す
る
こ
と
が

最
終
目
標
だ
。

　

司
会
を
務
め
る
の
は
、本
イ
ベ
ン
ト
の
発
案
者
で
、

LegalT
echJapan.com

を
運
営
す
るM

aurice L.R
abb

氏
。朝
10
時
半
、本
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
提
供
ス
ポ
ン
サ
ー
と

し
て
参
画
い
た
だ
い
たLIN

E

株
式
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
に

て
、参
加
者
に
手
拍
子
と「
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ
！
」の
掛
け
声
を
リ

ク
エ
ス
ト
し
、賑
や
か
に
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
を
宣
言
し
た
。

Ａ
Ｉ
の
先
進
性
プ
ラ
ス

利
用
者
の
使
い
や
す
さ

　

ま
ず
、ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
実
施
前
に
、手
書
き
書
類
を
Ａ

Ｉ（
人
工
知
能
）で
デ
ー
タ
化
す
る
サ
ー
ビ
ス『T

egaki

』

を
開
発
し
たCO

GEN
T

 LA
BS

のT
iago R

am
alho

氏

が
登
壇
。最
新
ア
プ
リ
を
例
に
挙
げ
、Ａ
Ｉ
と
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
の
関
係
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

 

「
Ａ
Ｉ
の
大
き
な
意
義
は
、写
真
な
ど
の
非
構
造
化
デ
ー

「法×テクノロジー」がもたらす未来
2019年11月9日～11日の3日間、「Japan LawTech 2019 SOAR」と題された

イベント＆セミナーが開催された（レクシスネクシス・ジャパン株式会社、LegalTechJapan.com共同主催）。
1日目と2日目に行われた「Japan LawTech SOAR： Embracing Society 5.0」は、

法律とテクノロジーを掛け合わせた“ローテック・リーガルテック”分野のハッカソン。
弁護士やエンジニアなど、さまざまなバックボーンを持つ66名が参加し、自分たちで法に関わる課題を発見し、

そのソリューションのためのソフトウェアの開発に挑戦した。
最終日には、国内外の有識者によるセミナー「Law Tech Innovation 『Legal × Technologyの未来を語ろう』」が開催され、

ハッカソンの表彰式も行われた。
制作／レクシスネクシス・ジャパン広告出版部

弁護士や法律専門家によ
る社内業務の改善を支援
するソリューション

弁護士や法律専門家がよ
り効果的かつ効率的な
サービスを顧客に提供で
きるよう支援するソリュー
ション

法律の専門家ではない一
般消費者が、必要に応じ
て法律情報を入手し、法
的解決策における知識を
得ることができ、また適切
なサービスプロバイダーに
アクセスできるようにするた
めのソリューション

変化を続ける、複雑で多
種多様な規制を理解する
ために役立つソリューション

「SOAR」とは？図表1

ハ ッ カ ソ ン か ら 見 え た ロ ー テ ッ ク の 可 能 性
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「
こ
れ
か
ら
、『
チ
ー
ム
編
成
』『
テ
ー
マ
と
取
り
組
む
問
題

の
選
択
』『
選
択
し
た
問
題
に
対
処
す
る
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
作
成
』

『
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ピ
ッ
チ
』の
四
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
ず
、解
決
し
た
い
課
題
が

あ
る
方
は
、前
方
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
出
し
て
く

だ
さ
い
。そ
し
て
、ス
テ
ー
ジ
で
60
秒
の
ピ
ッ
チ
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
」

　

ピ
ッ
チ
に
名
乗
り
出
た
の
は
13
名
。Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ
の
4
分

野
で
課
題
解
決
し
た
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。そ
し

て
、質
疑
応
答
を
経
て
、各
参
加
者
が
興
味
の
あ
る
課
題

を
選
択
。最
終
的
に
5
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
、13
時
か
ら

ハ
ッ
キ
ン
グ
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。会
場
で
は
日
本
語

や
英
語
が
入
り
混
じ
り
、イ
ベ
ン
ト
の
初
日
か
ら
、初
対

面
同
士
が
友
好
的
に
、と
き
に
熱
く
議
論
を
交
わ
し
た
。

栄
え
あ
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
？

　

2
日
目
は
、朝
10
時
に
ハ
ッ
キ
ン
グ
が
再
開
さ
れ
た
。

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
中
、チ
ー
ム
の
一
体
感
が
生
ま
れ

て
き
て
い
る
の
が
傍
か
ら
見
て
い
て
も
感
じ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、17
時
20
分
か
ら
、各
チ
ー
ム
4
分
間
の
ピ
ッ
チ

が
ス
タ
ー
ト
。日
本
、米
国
、英
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、韓

国
、中
国
と
、国
際
色
豊
か
な
10
名
の
審
査
員
を
前
に
、各

チ
ー
ム
が
ス
ラ
イ
ド
や
動
画
な
ど
で
工
夫
を
凝
ら
し
た

発
表
を
行
っ
た
。

　

審
査
基
準（
図
表
2
）に
基
づ
い
た
審
査
が
行
わ
れ
た

結
果
、法
律
と
資
産
管
理
の
両
面
を
網
羅
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
遺
言
書
作
成
ツ
ー
ル『T

EST
M

EN
T

』が
1
位
に
。会

場
に
い
る
全
員
が
大
き
な
拍
手
を
送
り
、場
内
の
熱
気
が

最
高
潮
に
達
し
て
、2
日
間
に
わ
た
る
ハ
ッ
カ
ソ
ン
は
閉

幕
。ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、参
加
者
や
審
査
員
ら

が
親
交
を
深
め
た
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
法
を
面
白
く
す
る

　

最
終
日
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
3
日
目
は
、「『
あ
た
り
ま

え
』を『
お
も
し
ろ
く
』、現
代
社
会
に
絶
対
的
に
必
要
な

『
法
』と『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
何
が
起
こ
る
の
か
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
は
、レ
ク
シ
ス
ネ
ク
シ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）代
表
取
締
役
の
斉
藤
太
社
長
が
ロ
ー
テ
ッ
ク
の
現

状
に
触
れ
た
。

 

「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
調
査
に
よ
れ
ば
、こ
の
5
年

間
で
、世
界
的
に
ロ
ー
テ
ッ
ク
関
連
企
業
の
設
立
数
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。日
本
で
も
契

約
書
レ
ビ
ュ
ー
ツ
ー
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
企
業
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
い
て
、こ
れ
か
ら

法
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
市
場
は
よ
り
拡
大
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
」

日
本
政
府
が
推
進
す
る

ロ
ー
テ
ッ
ク
の
可
能
性

　

ロ
ー
テ
ッ
ク
に
は
、ど
の
よ
う
な
未
来
が
待
っ
て
い
る

の
か
。政
府
の
未
来
投
資
戦
略「Society5.0

」の
推
進
役

で
あ
る
内
閣
官
房
の
川
村
尚
永
氏
が
、ロ
ー
テ
ッ
ク
分
野

の
現
状
と
可
能
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

 

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
が
進
化
す
る
一
方

で
、日
本
の
法
制
度
に
は
ま
だ
紙
の
書
類
や
対
面
方
式
に

よ
る
手
続
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、２
０
１
９
年

5
月
に
国
会
で
可
決
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
に
よ
り
、

タ
に
つ
い
て
、そ
れ
ま
で
自
動
化
が
不
可
能
だ
っ
た
タ
ス

ク
を
自
動
化
し
た
こ
と
で
す
。ま
た
、近
年
よ
く
見
ら
れ

る
自
然
言
語
処
理
の
Ａ
Ｉ
は
、大
量
の
文
章
か
ら
特
定
の

言
葉
を
検
索
す
る
精
度
を
向
上
で
き
ま
す
。し
か
し
、あ

く
ま
で
Ａ
Ｉ
は
課
題
解
決
の
一
つ
の
手
段
で
、人
間
の
介

入
が
不
可
欠
で
す
。で
す
か
ら
、Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
開
発

す
る
う
え
で
、ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス（
Ｕ
Ｉ
）や

利
用
者
の
使
い
方
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
が

重
要
で
す
」

開
発
時
間
と
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
活
用

　

今
回
の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
で
は
、既
存
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
技
術
を
活

用
し
て
開
発
を
行
う
。1
万
以
上
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
検
索
・
購

入
で
き
る
世
界
最
大
級
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ

ス「R
akuten R

apidA
PI

」の
責
任
者
で
あ
るJed N

g

氏
が
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
説
明
を
行
っ
た
。

 

「
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
は
、複
数
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
同
士
を
つ
な
げ

て
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
間
で
デ
ー
タ
や
機
能
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。Ａ
Ｐ
Ｉ
を
使
え
ば
ゼ
ロ
か
ら
ア

プ
リ
を
開
発
す
る
必
要
は
な
く
、開
発
を
簡
略
化
し
て
時

間
や
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
ま
す
。し
か
し
、世
界
中
に
3

万
以
上
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
中
か
ら
最
適
な
も
の
を
見
つ
け

る
は
困
難
で
す
。そ
こ
で
、私
た
ち
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
マ
ー
ケ
ッ

ト
プ
レ
イ
ス
は
非
常
に
有
効
に
な
り
ま
す
。か
な
り
質
の

良
い
Ａ
Ｐ
Ｉ
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
回
の
ハ
ッ
キ

ン
グ
に
も
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

解
決
し
た
い
課
題
を
発
表

　

再
び
、Rabb

氏
が
マ
イ
ク
を
握
り
、ス
テ
ー
ジ
へ
。

「法 xテクノロジー」がもたらす未来 Japan LawTech 2019 SOAR

MVPのクリエイティビティ
ユーザフレンドリーなUI / UX
プレゼンテーション、デモおよびピッチ
サステナビリティ

ハッカソンの審査基準図表2
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技
術
の
活
用
な
く
し
て

企
業
法
務
の
明
日
は
な
い

　

続
い
て
、『A

ritificial Law
yer

』の
創
業
者
で
も
あ

るR
ichard T

rom
ans

氏
が
、「W

hy Legal T
ech

？

（
な
ぜ
、リ
ー
ガ
ル
テ
ッ
ク
が
必
要
か
？
）」と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
。

 

「
現
在
、英
米
で
は
、企
業
法
務
に『
人
』『
プ
ロ
セ
ス
』『
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
』と
い
う
三
つ
の
改
善
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。『
人
』は
、イ
ン
ド
な
ど
に
拠
点
を
持
つ
Ｌ
Ｐ
Ｏ

（
リ
ー
ガ
ル
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）の
活
用

な
ど
よ
る
人
件
費
の
低
減
。そ
し
て
、『
プ
ロ
セ
ス
』は
Ｌ

Ｐ
Ｏ
や
自
動
化
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
採
用
、『
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
』は
リ
ー
ガ
ル
テ
ッ
ク
の
活
用
で
す
。

　

い
ま
や
、弁
護
士
の
作
業
に
は
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使

わ
な
い
と
改
善
で
き
な
い
も
の
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

最
新
の
リ
ー
ガ
ル
テ
ッ
ク
と
し
て
、自
然
言
語
処
理
技
術

を
用
い
て
契
約
書
な
ど
を
自
動
読
解
し
て
書
き
直
し
が

必
要
な
個
所
を
提
示
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、案
件
に
応
じ
て

法
律
事
務
所
へ
の
適
切
な
支
払
額
を
算
出
す
る
ツ
ー
ル

な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
有
用
な
リ
ー
ガ
ル
テ
ッ
ク

の
活
用
に
加
え
て
、人
と
プ
ロ
セ
ス
と
の
ベ
ス
ト
な
組
み

合
わ
せ
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

未
来
を
予
測
す
る
技
術
で

法
分
野
の
未
来
も
変
わ
る

　

xenodata lab.

の
関
洋
二
郎
氏
は
、自
身
が
携
わ
る

Forecast T
ech

の
観
点
か
ら
未
来
予
測
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
発
展
と
ロ
ー
テ
ッ
ク
の
可
能
性
を
論
じ
た
。

 

「
当
社
は
、ニ
ュ
ー
ス
や
決
算
資
料
の
情
報
を
分
析
し
て

経
済
・
株
価
・
業
績
な
ど
の
予
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。経
済

分
野
の
技
術
革
新
は「
情
報
収
集
」「
分
析
」「
取
引
」の
三

つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
、現
在
、分
析
技
術
の
社
会
実
装

が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
が
、リ
ー
ガ
ル
分
野
で
も
同

様
の
区
分
が
可
能
で
、Ａ
Ｉ
に
よ
る
法
務
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

分
析
シ
ス
テ
ム
や
、さ
ま
ざ
ま
な
自
動
化
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
発
展
中
で
す
。　

　

ま
た
今
後
は
、『
予
測
』の
技
術
も
、リ
ー
ガ
ル
分
野
で

発
展
す
る
で
し
ょ
う
。私
た
ち
の
よ
う
に
自
然
言
語
処
理

技
術
を
適
用
す
れ
ば
、例
え
ば
、訴
訟
に
関
す
る
質
問
を

入
力
す
れ
ば『
弁
護
士
が
ど
う
抗
弁
す
れ
ば
勝
訴
で
き
る

か
』と
い
う
多
く
の
シ
ナ
リ
オ
を
瞬
時
に
導
き
出
せ
る
で

し
ょ
う
。こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
、現
在
あ
る
技
術
で
も

実
現
可
能
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、今
後
さ

ら
に
進
化
し
た
リ
ー
ガ
ル
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
る

と
思
い
ま
す
」

弁
護
士
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

簡
単
に
作
れ
る
ア
プ
リ
も

　

iolex

社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
のCarl Im

氏
は
、自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、ロ
ー
テ
ッ
ク
の
適
用
に
つ
い
て
助
言
し
た
。

 

「
複
雑
化
し
て
い
る
法
の
世
界
に
お
い
て
、ロ
ー
テ
ッ
ク

は
非
常
に
重
要
で
す
。私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
50
も
の

ロ
ー
テ
ッ
ク
関
連
ア
プ
リ
を
開
発
し
て
い
ま
す
。例
え

ば
、プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
介
さ
ず
、弁
護
士
自
身
が
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
き
る
独
自
ア
プ
リ
を
開
発
。こ
れ
を
使
え

ば
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た

モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
の
自
動
生
成
も
可
能
で
す
。

　

な
か
に
は
、開
発
バ
ー
ジ
ョ
ン
ナ
ン
バ
ー
が
２
０
０
０

を
超
え
る
カ
ス
タ
ム
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、弁

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、電
子
契
約
が
進
ま
な
い
現
状
の
打
破
に
つ
な

が
る
二
つ
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、19
年
4
月
の

労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
る“
雇
用
契
約
の

完
全
電
子
化
”。も
う
一
つ
は
、不
動
産
業
界
で
の
重
要

事
項
説
明
書
の
電
子
交
付
や
、ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
説
明
の
導
入
で
す
。さ
ら
に
、規

制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度（
新
技
術
等
実
証
制
度
）の

創
設
、会
社
設
立
手
続
や
Ａ
Ｄ
Ｒ（
裁
判
外
紛
争
解
決
手

続
）の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、法
制
度
自
体
の
改
正
も
含

め
て
、今
後
も
日
本
政
府
と
し
て
本
格
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
」

セ ミ ナ ー 登 壇 者  P R O F I L E

Richard Tromans氏	 法分野におけるテクノロジーの最新のニュース・情報のプラット
フォームとして世界的知名度を誇る「Aritificial Lawyer」の創業者。
法分野のビジネス戦略やイノベーションに関するコンサルティングを
行う「Tromans Consulting」の創業者でもある。

Min Chen氏	 LexisNexis Legal＆Professional Asia PacificのVice Presidentお よ び
Chief Technology Officer。アジア太平洋地域7か国で、法分野の研
究・分析、実用的なガイダンス・設計ツール、モバイルソリューション、
スマートコンテンツエンジニアリングの開発などをリード。

Carl Im氏	 iolex社CEO。韓国の大手法律事務所Yulchon LLCの上級顧問とし
て、デジタル戦略「eYulchon」を推進。英フィナンシャル・タイムズの

「10人の新しい思考の先駆者」の一人に選出。
川村 尚永氏	 内閣官房日本経済再生総合事務局 参事官。96年、通商産業省

（現経済産業省）入省。日本政府の成長戦略において、行政手続の
デジタル化、民事訴訟手続のIT化などによる事業環境改善等、司法
分野のIT化・AI活用推進を担う。

関 洋二郎氏	 株式会社xenodata lab. 代表取締役社長。公認会計士。慶應義塾大
学商学部在学中より、あらた監査法人（現PwCあらた監査法人）にて
上場・未上場企業の財務諸表監査などのIT統制に従事。株式会社
ユーザベース勤務を経て、xenodata lab.を設立。
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て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
意
義
と

今
後
に
つ
な
が
る
意
識
改
革

　

こ
こ
で
、ハ
ッ
カ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
を
務
め
た

R
abb

氏
が
登
壇
。今
回
の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
意
義
に
言
及

し
た
。

 

「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
り
、一
緒

に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
発
見
・
模
索
す
る
一
つ
の“
機
会
”

で
す
。今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、『
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ
』と
い
う
4
分

野
で
の
課
題
解
決
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、『
ど
の
よ

う
に
法
分
野
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
、リ
ー
ガ
ル

サ
ー
ビ
ス
を
改
善
で
き
る
か
』と
い
う
こ
と
に
目
を
向
け

る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
、ハ
ッ
カ
ソ
ン
で
第
1
位
に
選
ば
れ
た

『T
EST

M
EN

T
』チ
ー
ム
の
表
彰
と
、各
メ
ン
バ
ー
の
イ

ベ
ン
ト
参
加
に
関
す
る
感
想
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

 

「
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん

で
何
か
を
作
る
の
は
、と
て
も
ク
ー
ル
な
体
験
で
し
た
」

（
リ
ー
ガ
ル
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
ー
・
女
性
）

 

「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
作

り
込
ん
で
い
く
過
程
で
、自
分
の
知
識
で
は
絶
対
に
出
て

こ
な
い
ア
イ
デ
ア
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」（
シ
ス
テ
ム
開
発
・
男
性
）

ハ
ッ
カ
ソ
ン
が
残
し
た

“
果
実
”と“
種
”

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、セ
ミ
ナ
ー
登
壇
者
全
員
が
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
・
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。

 

「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、ロ
ー
テ
ッ
ク

分
野
を
進
化
さ
せ
た
い
と
い
う
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。法

分
野
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
野
の
知
見
を
合
わ
せ
た

革
新
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
」（Chen

氏
）

 

「
海
外
で
は
ロ
ー
テ
ッ
ク
関
連
企
業
へ
の
投
資
な
ど
、た

く
さ
ん
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
ハ
ッ
カ
ソ

ン
で
見
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
意
欲
や
良
い
ア
イ
デ
ア
が
活

か
さ
れ
る
よ
う
、日
本
で
も
ロ
ー
テ
ッ
ク
を
推
進
す
る
環

境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」（Im

氏
）

 

「
私
は
、ハ
ッ
カ
ソ
ン
参
加
者
は
若
手
の
方
が
多
い
と
想

像
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
の
中
核

で
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
層
の
方
も
多
く
、い
か
に
法

分
野
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
か

が
、ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」（
関
氏
）

 

「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
各
チ
ー
ム
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
ハ
イ
ク

オ
リ
テ
ィ
で
、ロ
ン
ド
ン
や
米
国
と
同
レ
ベ
ル
だ
と
感
じ

ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、日
本
で
も
弁
護
士
や
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
一
緒
に
な
っ
て
世
の
中
に
望
ま
れ
る
も
の

を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
で
す
」（T

rom
ans

氏
）

 

「
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
方
が
ロ
ー
テ
ッ
ク
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
や
セ
ミ
ナ
ー
に
集
ま
る
と
は
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
現
状
を
変
え
て
い
く
と

い
う
気
持
ち
で
、新
た
な
ロ
ー
テ
ッ
ク
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」（
川
村
氏
）

　

3
日
間
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
は
、リ
ー
ガ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
お
け
る
変
化
や
進
化
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
と
な
っ
た
。参
加
者
に
と
っ
て
、弁
護
士
や
エ
ン
ジ
ニ

ア
ら
異
職
種
の
知
見
の
融
和
の
有
用
性
を
実
感
で
き
た

こ
と
は
非
常
に
大
き
な
収
穫
だ
と
い
え
よ
う
。

護
士
と
企
業
が
話
し
合
い
な
が
ら
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を

重
ね
た
証
で
、こ
う
し
た
ア
プ
リ
こ
そ
、企
業
が
本
当
に

求
め
る
も
の
な
の
で
す
。も
し
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
介
し
て

い
れ
ば
、ま
だ
バ
ー
ジ
ョ
ン
10
程
度
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。こ
の
よ
う
な
最
新
の
ア
プ
リ
や
Ａ
Ｉ
は
、企
業
に

最
適
な
法
務
機
能
や
低
コ
ス
ト
化
を
も
た
ら
す
と
同
時

に
、法
律
事
務
所
の
価
値
向
上
に
も
寄
与
し
ま
す
」

何
が
起
き
る
か
だ
け
で
な
く

何
を
す
べ
き
か
も
自
動
提
示

　

レ
ク
シ
ス
ネ
ク
シ
ス
のM

in Chen

は
、Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
リ
ー
ガ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
を
紹
介
。

 

「
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
現
在
、Ａ
Ｉ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
便
利
で
役
に
立
ち
ま
す
。例

え
ば
、拡
張
認
識
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
で
、ス
マ
ホ
で

撮
影
さ
れ
た
紙
の
文
書
に
関
係
す
る
最
適
な
情
報
を
即

時
に
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。さ
ら
に
、自
然
言
語

処
理
技
術
を
利
用
し
て
、複
雑
で
冗
長
な
法
的
文
書
で
も

そ
の
意
味
を
理
解
し
、自
然
言
語
生
成
技
術
を
用
い
て
、

そ
の
内
容
を
文
章
と
し
て
自
動
作
成
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、『LexisN

exis A
SO

N
E

』
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
は
、膨
大
な
数
の
法
改
正
の
監
視
や
、自
社

規
程
と
の
紐
づ
け
と
影
響
の
確
認
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

リ
ス
ク
の
特
定
・
対
策
な
ど
、ロ
ー
テ
ッ
ク
に
よ
る
ト
ー

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
で
す
。私
は
、真
の
予
測

と
は『
何
が
、な
ぜ
起
こ
る
の
か
』だ
け
で
な
く『
何
を
す

べ
き
な
の
か
』ま
で
予
測
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。だ

か
ら
こ
そ
、企
業
や
法
律
家
が
必
要
と
す
る
情
報
を
提
供

で
き
る
Ａ
Ｉ
や
ロ
ー
テ
ッ
ク
を
今
後
も
さ
ら
に
提
供
し

「法 xテクノロジー」がもたらす未来 Japan LawTech 2019 SOAR
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